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国土交通省東北地方整備局
Tohoku Regional Bureau
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

記者発表資料
令和元年 ９月１８日
福島河川国道事務所

高校生が相馬福島道路の工事現場を体験します。
～建設業界の役割や魅力を伝えることを目的に現場見学会～

東北中央自動車道（相馬福島道路）は、震災復興のリーディングプロジェク
トとして、令和２年度の全線開通を目指して、事業を進めているところです。
この見学会は、（一社）福島県建設業協会が主催の建設工事現場見学事業

で、建設業界の役割や魅力を伝えること、若年者の職業意識を高めることを
目的に、平成２年度から県内の高校生等を対象に実施しているものです。
国土交通省では建設工事現場の見学受け入れを行っており、見学会を通し

て、高校生の皆さんに相馬福島道路の役割を理解していただくとともに、建設
業の役割や土木工事の魅力に直接触れていただきたいと考えています。

１．日 時
＜第１回＞令和元年 6月12日（水）10:50～14:20程度（県立喜多方桐桜高校 33名）実施済
＜第２回＞令和元年 9月19日（木）10:55～14:25程度（県立福島明成高校 40名） 今回実施
＜第３回＞令和元年10月30日（水）時間未定（県立二本松工業高校 40名）

２．概 要
東北中央自動車道（相馬福島道路）の工事現場にて、工事中でなければ見ることの出来な

い土木工事の施工状況を見学していただきます。
第２回見学会は“ＩＣＴを活用した工事現場（※）”、“（仮）上保原トンネル”、

“（仮）阿武隈川橋”、“（仮）桑折高架橋”で開催します。

※建設現場の生産性向上を目指し、施工プロセスの各段階で３次元データを活用する工事

【主なスケジュール】
・令和元年9月19日（木） 午前 10:55までに現地（別添位置図①参照）にお集まり下さい。

午後 13:25までに現地（別添位置図②参照）にお集まり下さい。
・＜第３回＞の予定については、別途お知らせいたします。

３．取材について
現場に入場する際はヘルメットの着用をお願いします。事前に連絡をいただければ

こちらで用意します。

＜＜発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ＞＞

【問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

福島県福島市黒岩字榎平３６ TEL ０２４－５４６－４３３１（代表）

副所長（品確） 種市 優 （内２０６）
たねいち まさる

【事業に関するお問い合わせ】

工務第二課長 黒沼 正敏（内４１１）
くろぬま まさとし

【見学に関するお問い合わせ】

計画課長 下田 一朗（内２６１）
しも だ いちろう
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の電子地形図(タイル)を複製した
ものである。【承認番号令1東複第24号】至 国道115号

至 保原駅◇ 見学会日時：9月19日(木) ,10時55分

至 相馬市

（仮）福島保原線IC

【集合場所】
福島県伊達市保原町大柳字栃窪入 地内

松陽中学校
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位置図①集合場所

工事看板
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【集合場所】福島県伊達市下川原 地内

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の電子地形図(タイル)を複製した
ものである。【承認番号令1東複第24号】
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◇ 見学会日時：9月19日(木) ,13時25分
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現状の問題点

相⾺−福島間を繋ぐ国道115号は、信頼性や速達性の改善が求められています。

相馬－福島間を繋ぐ「命の道」
東日本大震災からの力強い復興に貢献します。

◎国道115号(相馬～福島)は相馬～福島間を繋ぐ主要な道路であり、東日本大震災では沿岸被災の救助・救援
活動のために利用される等、防災面においても重要な位置付けにあります。
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整備効果

安⼼・安全な救急医療を⽀援！

相馬－福島間を繋ぐ「命の道」
東日本大震災からの力強い復興に貢献します。

◎相馬市等沿岸部は、第三次医療施設がないため、福島市にある福島県立医科大学附属病院へ約８割が搬送
されています。

◎線形不良が多く、消防署からは搬送時の課題が指摘されています。
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整備効果
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整備効果
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